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平成24年5月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報
4
月
11
日（
水
）、世
田
谷
区
に
あ
る
警
視
庁
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て「
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

交
通
安
全
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
16
名
が
受
講
し
、
安
全
運
転
の
た
め
の
感
情

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
テ
ス
ト
コ
ー
ス
に
お
け
る
実
技
講
習
を
通
じ
て
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
死
者
数
は
5
0
0
0
人
を
下
回
り
、

ピ
ー
ク
だ
っ
た
昭
和
45
年
当
時
と
比
べ
て
約
3

分
の
1
に
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
平

成
23
年
の
全
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
事
故
に
占

め
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
割
合
は
23
％
と
な
り
、

こ
の
10
年
間
で
最
も
高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、増
加
す
る
高
齢
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

の
交
通
事
故
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
交
通

安
全
意
識
の
普
及
・
浸
透
も
図
る
目
的
で
“
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
”
期
間
中
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
安
全
教
室
開
催

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
高
い
レ
ベ
ル
を

　

開
催
に
あ
た
っ
て
吉
田
管
理
官
か
ら
「
お
客

様
の
命
を
預
か
る
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、

高
い
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
日
々
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
の
後
、“
安
全
運
転

の
た
め
の
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
”
講
習
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
講
習
で
は
マ
ナ
ー
の
悪
い
歩
行

者
・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
む
か
つ
き
度
、
時

間
に
追
わ
れ
る
時
の
あ
せ
り
度
に
つ
い
て
事
例

を
見
な
が
ら
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
。

教
官
か
ら
「“
相
手
の
立
場
で
考
え
る
”
と
交
通

事
故
発
生
の
要
因
で
あ
る
﹃
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
﹄

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
考
え
方
を
ち
ょ
っ
と
変
え
る
こ
と
で

す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
感
情
の
理
由
を
考

え
、そ
の
感
情
を
落
ち
着
か
せ
る
“
セ
ル
フ
ト
ー

ク
”（
自
ら
に
言
い
聞
か
す
セ
リ
フ
）
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
運
転
席
か
ら
見
た
視
野
と
死
角
を

確
認
の
後
、
法
規
走
行
・
応
用
走
行
、
制
動
訓

練
・
回
避
訓
練
、
事
故
検
証
と
い
っ
た
項
目
を

乗
車
し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
設
け
ら
れ
た

障
害
物
を
回
避
す
る
ハ
ン
ド
ル
・
ブ
レ
ー
キ
操

作
、
路
肩
を
想
定
し
た
片
側
両
輪
走
行
な
ど
を

２
回
繰
り
返
し
、
コ
ー
ス
を
変
え
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
役
の
教
育
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
を
助
手
席

に
乗
せ
て
安
全
確
認
走
行
を
行
い
ま
し
た
。

【
受
講
者
の
声
】

頑
張
り
過
ぎ
な
い
の
が
一
番
で
す
ね　

永
田
　
朗
さ
ん
︵
東
個
協
・
目
黒
第
一
支
部
︶

　

の
ん
び
り
し
て
い
る
性
格
な

の
で
急
な
割
込
み
も
意
に
介

さ
な
い
つ
も
り
で
い
ま
し
た

が
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
い
か
に
大
切
か
を
知

り
、
40
年
近
く
や
っ
て
い
て
も
未
熟
だ
な
と
痛
感

し
ま
し
た
。「
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
意
気
込
み

す
ぎ
る
と
運
転
に
も
身
体
に
も
影
響
し
ま
す
。
売

上
目
標
を
掲
げ
る
の
は
事
業
者
と
し
て
当
然
で
す

が
、
無
理
せ
ず
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
だ
と
思
い

ま
し
た
。
私
に
は
協
会
の
接
客
・
ク
レ
ー
ム
対
応

研
修
と
並
ん
で
有
意
義
で
し
た
。

「
認
知
・
判
断
・
操
作
」
は
基
本
中
の
基
本

池
田
　
衛
さ
ん
︵
都
営
協
・
事
業
団
支
部
︶

　

安
全
運
転
に
欠
か
せ
な
い
感

情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
学
ん
だ
あ

と
、
テ
ス
ト

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
実
技
講

習
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
信
号
、
大
型
車
両
に

隠
れ
て
い
る
二
輪
車
・
自
転

車
や
歩
行
者
の
確
認
に
始
ま

り
、
左
右
を
よ
く
見
て
か
ら

の
操
作
が
求
め
ら
れ
る
場
面

を
体
験
。
実
際
の
運
行
中
も

気
が
抜
け
ま
せ
ん
が
、
冷
静

を
保
ち
、
運
転
の
基
本
で
あ

る
「
正
し
い
認
知
・
正
し
い

判
断
・
正
し
い
操
作
」
が
つ

ね
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
身

を
持
っ
て
知
り
ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（平成24年4月1日現在） 
許可事業者数　16,144名（前月比-67名）    

（特別区、武三15,673名　北多摩182名　南多摩289名）
傘下事業者数　15,880名（前月比-100名） 

（特別区、武三15,411名　北多摩182名　南多摩287名）

講習スタッフを助手席
に乗せ、周囲に気を配
りながらの走行訓練

路肩での安全走
行を想定した片
輪訓練



接
客
マ
ナ
ー
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
本
選
会

接
客
は
“
目
配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
”

3
月
27
日
（
火
）、
㈳
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
に
お
い
て
、
予
選
会
・
準
本
選
会

を
勝
ち
抜
い
た
都
県
協
会
の
代
表
19
名
が
、
日
頃
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

審
査
に
よ
り
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
特
別
賞
の
上
位
6
名
が
決
ま
り
、
７
月
９
日
の
関
東
支
部

代
議
員
会
で
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た

　

審
査
員
の
㈱
三
越
伊
勢
丹
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
渡
邉
弘
子
さ
ん
か
ら

　
「
本
選
会
に
出
場
さ
れ
た
19
名
の
皆
さ
ん
全

員
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
接
客
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
予
選
会
の
時
と
比
べ
て
、
素
晴

ら
し
い
点
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
お
客

様
と
の
会
話
に
大
き
な
進
歩
が
あ
り
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
お
願
い
、
喫
煙
の
お
断
り

と
い
っ
た
マ
ナ
ー
協
力
へ
の
感
謝
の
応
対
は

見
事
。
車
内
で
の
や
り
と
り
で
は
随
所
に
“
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
”
と
い
う
言
葉
が
聞

入賞した6名の皆さん。左から長谷川勝美さん、関祐越さん、
長谷川洋さん、安田曻司さん、荒木公一さん、白田浩二さん、
青山佳世審査委員と木村忠義審査員長

皆
さ
ん
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た

 

最
優
秀
賞 

東
個
協
・
大
田
第
一
支
部
　

白
田
浩
二
さ
ん

　

人
前
で
は
緊
張
し
て
し
ま
う
質

な
の
で
す
が
、
今
回
は
笑
顔
に
気

を
付
け
ま
し
た
。
都
県
協
会
代
表
の
皆
さ
ん
の

お
客
様
を
迎
え
る
際
の
味
の
あ
る
会
話
、
そ
つ

の
な
い
気
配
り
な
ど
は
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
支
え
て
く
れ
た
妻
に
報
告
し
ま
す
。
応

援
し
て
く
れ
た
支
部
長
は
じ
め
多
く
の
仲
間
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。

大
切
な
人
を
も
て
な
す
気
持
ち
で

 

特
別
賞 

都
営
協
・
東
京
旅
客
協
会

関 

祐
越
さ
ん

　

２
月
の
準
本
選
会
の
時
よ
り
も

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
普
段
通

り
の
接
客
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
切

な
人
を
も
て
な
す
気
持
ち
で
お
客
様
を
迎
え
る

こ
と
が
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ご
高
齢

の
方
、
お
体
が
不
自
由
な
方
に
お
乗
り
い
た
だ

く
と
き
は
特
に
気
を
配
り
、
安
全
第
一
で
運
転

し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
・
特
別
賞
の
喜
び
の
声

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
が「
定
額
運
賃
専
用
乗
り
場
」に

　

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
、
今
後
予

定
さ
れ
る
発
着
枠
の
拡
大
に
伴
い
、
定
額
運
賃
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
需
要
の
拡
大
及
び
旅
客
利
便
の

向
上
を
図
る
た
め
、
今
般
、
当
該
乗
り
場
か
ら
の
定

額
運
賃
設
定
ゾ
ー
ン
内
へ
の
運
送
の
申
込
み
に
つ
い

て
は
、
旅
客
か
ら
の
特
約
の
解
除
の
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
を
除
き
、
自
動
的
に
特
約
が
成
立
す
る
「
定

額
運
賃
専
用
乗
り
場
」
と
し
て
左
記
に
よ
り
運
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
．
運
用
開
始
日
時

　

平
成
24
年
４
月
23
日
（
月
）
12
時

２
．
入
構
車
両
の
条
件
及
び
運
用

①
定
額
運
賃
導
入
事
業
者
の
車
両

②
「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ　

Ａ
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
し
た
車
両

※
指
差
し
外
国
語
シ
ー
ト
の
携
行
、
同
シ
ー
ト
の
活

用
方
法
等
（
挨
拶
、
ド
ア
・
ト
ラ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

の
励
行
等
の
接
遇
含
む
）
に
関
す
る
講
習
の
受
講

者
③
定
額
運
賃
に
よ
る
特
約
を
受
諾
す
る
意
志
が
あ
る

事
業
者
の
車
両

④
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
着
車
両

⑤
世
田
谷
区
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
首
都
高
速

の
利
用
で
適
用
さ
れ
る
定
額
運
賃
よ
り
、
一
般
道

の
利
用
で
適
用
さ
れ
る
メ
ー
タ
ー
運
賃
が
安
く
な

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
運
転
者
は
旅
客
に
対
し
、

首
都
高
速
を
利
用
し
て
の
定
額
運
賃
か
、
一
般
道

を
利
用
し
て
の
メ
ー
タ
ー
運
賃
か
の
確
認
を
行
う

運
用
と
す
る

⑥
そ
の
他
現
行
の
運
営
ル
ー
ル
を
適
用

か
れ
、
お
客
様
第
一
の
や
さ
し
い
対
応
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
と
中
身

に
壊
れ
物
が
な
い
か
の
確
認
、
所
用
時
間
の
ご

案
内
と
い
っ
た
“
先
回
り
の
サ
ー
ビ
ス
”
は

心
地
よ
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
運
賃
・
お
釣
り
、

レ
シ
ー
ト
の
受
け
渡
し
で
お
客
様
に
近
づ
く

際
、「
失
礼
し
ま
す
」
と
一
言
加
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
甲
乙
つ
け
が
た
く
、

選
に
も
れ
た
方
も
ご
自
身
の
良
さ
を
十
二
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
の
経
験

を
自
信
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

改
善
点
は
“
お
客
様
を
よ
く
見
て
・
気
づ
い

て
”
会
話
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
接
客
は
目
配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
、
の

ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
が
基
本
で
す
。
世
の
中
の
空

気
や
出
来
事
を
話
題
に
し
、
お
客
様
の
心
中
を

察
す
る
言
葉
や
表
情
が
皆
さ
ん
の
接
客
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
る
で
し
ょ
う
」
と
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。

■
入
賞
者
一
覧

最
優
秀
賞

白
田
浩
二
さ
ん

東
個
協
　

大
田
第
一
支
部

優
秀
賞

安
田
曻
司
さ
ん

東
個
協
　

南
多
摩
支
部

荒
木
公
一
さ
ん

千
葉
県
西
部
協
組

特
別
賞

長
谷
川
勝
美
さ
ん
横
須
賀
同
志
会

関 

祐
越
さ
ん

都
営
協
　

東
京
旅
客
協
会

長
谷
川 

洋
さ
ん
東
個
協
　

野
方
支
部
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■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程） （件）

発生月 警告事案 講習事案 処分事案 合計

平成24年2月 23 4 2 29

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程） 平成24年3月報告分

平成24年3月分

※処分事案は東個協・都営協に処分を要請し、平成24年3月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が2回目以降となる場合です	 	 	 	
	

会員 団体名 氏名 発生日 対象行為 発生場所 加重 処分内容

東個協 武三支部 Ｔ・Ｈ 平成23年12月2日 乗禁地区営業 土 橋 高 速 入 口
周辺

表示灯使用停止
精算停止、講習２日

東個協 北第二支部
Ｔ・Ｋ 平成23年12月7日 乗禁地区営業 土 橋 高 速 入 口

周辺
脱退勧告

Ｔ・Ｋ 平成24年1月17日 進入禁止無視 中央区銀座
8-3先 加重

東個協 板橋第一支部 Ｆ・Ｋ 平成23年12月14日 乗禁地区営業 中央区銀座7-7 表示灯使用停止
精算停止、講習２日

東個協 板橋第一支部
Ｋ・Ｉ 平成23年12月16日 進入禁止無視

金春通りと
花椿通りの
交差点 表示灯使用停止

精算停止、講習２日
Ｋ・Ｉ 平成24年1月19日 乗禁地区営業 中央区銀座7-7 加重

■行政処分状況
処分日 氏名 処分内容（車両停止） 違反事項 違反概要 点数

3月13日 大城政巳 10日車 運輸規則第19条の２ 損害賠償保険未締結 1点

3月13日 須山恭平 10日車 運輸規則第19条の２ 損害賠償保険未締結 1点

3月21日 葛川健司 25日車 道運法第15条第1項他 無認可車庫他 3点

3月21日 森内信雄 20日車 道運法第15条第1項 無認可車庫 2点

3月21日 八木晴男 文書警告 運輸規則第25条第3項他 運転日報他 0点

3月21日 宮村榮一 文書警告 運輸規則第3条第2項 苦情未記録 0点

3月21日 小川一則 文書警告 車両法第47条の２ 日常点検整備 0点

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
期
間
中
に

お
け
る
交
通
事
故
防
止
活
動

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
の

調
査
・
指
導
を
実
施

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
4
月
10

日
（
火
）、
東
京
駅
と
新
宿
駅
に
お
い
て
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
の
調
査
指
導
並
び
に
乗

務
員
・
事
業
者
に
対
す
る
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
掛
け
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
東
京
運
輸
支
局
・
警
視
庁
・
東
旅
協
・
ハ
イ

タ
ク
交
通
共
済
・
都
個
協
合
同
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
協
会
か
ら
は
安
全
対
策
委
員
会
担
当
の

横
山
副
会
長
を
は
じ
め
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

正
し
い
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
法
を
訴
え
る
チ
ラ

シ
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
（
絆
創
膏
）
を
配
る

と
と
も
に
、
ク
リ
ッ
プ
留
め
を
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着

用
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
竹
副
委
員
長
は「
法
人
・
個
人
と

も
運
転
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装
着
率
は
1
0
0

％
で
し
た
が
、ク
リ
ッ
プ
留
め
等
正
し
く
装
着
し

て
い
な
い
事
業
者
が
多
数
見
受
け
ら
れ
非
常
に

残
念
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性
と
正
し
い
着
用
の

Ｐ
Ｒ
を
重

ね
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
」

と
、
運
動

へ
の
思
い

を
語
り
ま

し
た
。

　タクシー乗り場等での清掃活動は、従来から
個人・グループ・団体単位等でそれぞれ自主的
な取り組みが行われており、敬意を表するとこ
ろです。今般、東京都個人タクシー協会におい
ても両団体合同による社会貢献活動の一環とし
て、有志事業者を募りタクシー乗り場の清掃活
動を実施することになりました。初日となる４
月９日（月）には、東個協中野支部、都営協
新中野支部から有志６名が新宿駅西口地下優良
タクシー乗り場にて、ホウキ、チリトリを手に
清掃しました。今後も毎月実施いたしますので、
皆様のご協力をお願いいたします。

氏
名	

所
属
団
体	

享
年  	

病
名

相
場
謙
造	

（
東
個
協
・
板
橋
第
一
）	

70
歳	

直
腸
癌

山
田
時
博	

（
東
個
協
・
墨
東
）	

68
歳	

肺
癌

菊
地
喬
也	

（
東
個
協
・
墨
田
）	

65
歳	

肝
臓
癌

金
杉
正
夫	

（
都
営
協
・
足
立
）	

61
歳	

肺
炎

田
中
啓
介	

（
都
営
協
・
足
立
）	

58
歳	

肝
臓
癌

仙
人
一
彦	

（
都
営
協
・
城
北
）	

65
歳	

肝
不
全

小
林
健
夫	

（
都
営
協
・
個
団
連
・
西
北
）	

68
歳	

肺
癌

熱
田
信
弘	

（
都
営
協
・
事
業
団
）	

72
歳	

脳
出
血

　

訃
報　
　

＊
３
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

個人タクシー環境美化運動
両団体合同でボランティア活動

街
頭
指
導
報
告

不
適
正
営
業
の
多
発
す
る
地
区
に
お
い
て
街
頭
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。
報
告
書
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
銀
座
・
新
橋
地
区
〉

日
時
：
平
成
24
年
3
月
26
日　

午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
1
時

指
導
班
：
第
5
指
導
班

　

新
幸
橋
、
新
橋
駅
東
口
吉
野
家
前
、
新
橋
駅
東
口
バ

ス
停
等
に
お
い
て
18
台
の
不
適
正
営
業
車
両
を
現
認
し
、

順
次
ビ
デ
オ
撮
影
を
行
い
、
指
導
票
を
作
成
し
た
。
と

り
わ
け
新
橋
駅
東
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
前
方
の
ス
ペ
ー

ス
に
お
け
る
待
機
車
両
が
酷
く
、
後
方
の
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
を
配
慮
す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
出
来
な
い
こ
と

で
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
築
地
警
察
署
よ
り
、
車
両

進
入
禁
止
道
路
の
通
行
に
対
す
る
改
善
要
請
が
来
て
お

り
、
外
堀
通
り
か
ら
花
椿
通
り
へ
の
入
口
に
お
い
て
指

導
を
行
う
と
、
1
時
間
当
た
り
20
台
程
度
の
車
両
が
進

入
を
試
み
、
そ
の
都
度
排
除
指
導
を
行
っ
た
。

有志で集まった皆さん

乗務員・事業者に交通事故防止を
呼び掛けました

清掃活動のようす
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個
人
タ
ク
シ
ー
第
一
多
摩
協
同
組
合

　

今
か
ら
10
年
前
、
6
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
第
一
多
摩

協
組
。
現
在
の
組
合
員
は
9
人(

北
多
摩
5
・
南
多
摩

3
・
武
三
１)

。
女
性
の
事
業
者
も
い
ま
す
。
京
王
線

の
各
駅
を
は
じ
め
、
調
布
飛
行
場
の
利
用
者
や
味
の
素

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
イ
ベ
ン
ト

時
の
お
客
様
を
乗
せ
て
い
ま
す
。

　

当
番
制
で
毎
日
一
定
の
時
間
、
組
合
員
が
事
務
所
に

詰
め
る
ほ
か
、
全
員
が
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。「
事
務
員
の
島
田
さ
ん
を
は
じ
め
、
第
一
多
摩
協

組
は
十
人
十
色
、
み
ん
な
が
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
」

と
島
田
理
事
長
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　

お
客
様
と
の
出
会
い
、
き
っ
か
け
を
大
事
に
し
た
い

と
続
け
る
島
田
理
事
長
。「
規
制
緩
和
後
に
駅
付
の
車

両
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
が
、
お
客
様
に
個
人
タ
ク

シ
ー
を
選
ん
で
お
乗
り
い
た
だ
け
る
よ
う
組
合
員
全

員
で
接
客
や
身
だ
し
な
み
に
日
々
、
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
」。

　組合最年少の小野與一さんには、なんと長
男の高校生から２歳になる双子の女の子まで
６人のお子さんが
います。その成長
を楽しみにしなが
ら、毎日仕事に精
を出しているそう
です。

（
所
在
地
：
調
布
市
）

がんばる父さん　子だくさん

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成24年5月号 第 454 号　⑷

設
立
か
ら
間
も
な
く
10
年

10
人
10
色
の
顔
の
見
え
る
支
部
で
す

前列左から島田理事長、清水専務理事
後列左から本橋副理事長、事務員の島田さん

布田、国領などの周辺駅を含めて線
路を地下化する事業が進む京王線の
調布駅前

珍しい組合事務所の庭
木は門松組合員が剪定
しています。写真も趣
味で組合の旅行では撮
影担当です

大
田
区
「
く
ら
や
み
坂
通
り
」
制
限
速
度
20
㎞
／
ｈ
の
徹
底
を

　

く
ら
や
み
坂
通
り
は
細
い
生
活
道
路
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
車
両
が
大
森
駅
か
ら
環

七
に
抜
け
る
「
抜
け
道
」
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
約
全
長
9
0
0
m
の
区
道
で
す
。
こ

の
通
り
は
池
上
通
り
か
ら
1
0
0
m
区
間
は

両
方
向
通
行
で
道
路
幅
が
6
m
、
闇
坂
上
か

ら
は
一
方
通
行
と
な
り
道
路
幅
が
3
・
8
m

と
大
変
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

地
域
一
帯
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
通
行
す
る

歩
行
者
や
自
転
車
も
増
え
て
い
ま
す
。
制

限
速
度
の
20
㎞
/
h
を
超
過
し
て
走
行
す
る

タ
ク
シ
ー
車
両
も
見
受
け
ら
れ
、
く
ら
や
み

坂
通
り
で
は
近
隣
住
民
と
の
接
触
事
故
が
多

発
し
て
お
り
、
地
域
住
民
か
ら
非
常
に
危
険

を
感
じ
て
い
る
と
の
改
善
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
く
ら
や
み
坂
通
り
を
通
行
す
る
際
は
必

ず
制
限
速
度
20
㎞
/
h
を
守
る
と
と
も
に
、

安
全
運
転
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
大
田
区
都
市
基
盤
整
備
部
大
森
ま
ち
な
み
維
持
課
」
及
び
「
く
ら
や
み
坂
通
り
ゆ
っ
く
り
走
ろ

う
運
動
事
務
局
」
よ
り
、
大
田
区
山
王
地
区
に
あ
る
「
く
ら
や
み
坂
通
り
（
通
称
）」
に
お
い
て
、

住
民
と
車
と
の
接
触
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
当
協
会
へ
改
善
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

大森東急イン

大森駅

くらやみ坂通り

東
海
道
本
線

山王 2丁目

→

注意点
○制限速度は20km/h

○池上通りから環七へ抜ける約900mの区道

○池上通りからの100mは両方向通行、道路幅員6m

○闇坂上からは一方通行、道路幅員約3.8m




